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ワモンゴキブリに対して性フェロモン作用を示す

物質

Sex Pheromone Mimicsof the American

Cockroacll.W.S.Bowers,W.G.Bodenstein.

Natuyc232,259(1971).

精油成分の幼若ホルモン活性の検討を行なっている

うちに,針栄樹菜の蒸溜々出物がワモンゴキブ･)の雄

に,性フェロモンによるのと全く同じ挙動をおこすこ

とを発見した.

針柴樹の弘 まつかさを恭潤して得られる精油に活

性がみられるので,カラムクロマトグラフィー,ガス

クロマトグラフィーで柄製し.bornylacetateを確

認した.bornylacetateは,7mg/cm2の折紙が少な

くとも10匹のうち7匹を興懲させる.bornylacetate

に恕似の化合物について,性フェロモン活性を調べた

ところ,α一Santalol,β-santalolが活性であることが

わかった.

40

ひきつづいて,いろいろの植物について,性フェロ

モン活性を調べ,11の植物が有効なことがわかった.

その成分としてC16H24の炭化水素を叫離した. しか

し,この化学梢追はまだわからないが,0･1FEgが少な

くとも10匹のうち8匹に反応をおこさせるという.

このように,植物に由来する種 の々化合物がフェロ

モン活性をもつことから天然の性フェロモンとの桐山

の類似性が気になる.雌の中腹を抽出して狩られるPTLJ'

性なリピドは,いろいろな化学反応から今のところ,

不飽和ケトンで障害されたエステルあろいは.塩互誠に

不安定なグループをもっていると推定されている.

フェロモン作用を有するこれらの化合物の活性Iji:は.

巾脳より得られた天然のフェロモンに比べると.rL''J血

にならないほど低いが,植物から性フェロモン作川を

布する物質が,得られたのは,これが初めてである.

(前桁正三)

〔教 官 公 募〕

名古 屋 大 学長 学部 教授

名古屋大学では農学部農学科害虫学講座の教授を公募してお り,関係

機関に文裏を以ってご依頼 してあ りますが,応募または推薦希望の方は

下記へ御問い合せ下さい｡提出,TLl_Jr類の〆切 りは,昭和47年4月8日(土)

(必着)｡

尋464 名古屋市千種区不老町

名古屋大学農学部

害虫学教授選考委員会
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